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研究成果の概要（和文）：本研究の主目的は、労働者の年齢を明示的に扱うライフサイクル・労働サーチ・マッ
チング・モデルを主に用い、人々のライフサイクルにおける雇用・失業に関わる問題を分析することである。本
研究の理論分析においては、企業と労働者が長期雇用契約を結ぶ場合の最適な賃金の経路や、労働サーチ・マッ
チング・モデルを応用してモデル化した金融市場モデルにおける最適な金融政策につき、新たな理論的知見を得
ることができた。データ分析においては、日本の労働力調査の個々の労働者レベルのデータを分析することで、
集計データからは判明しにくい性別・年齢毎の労働者の就業行動につき理解を深めることができた。

研究成果の概要（英文）：The main objective of this research is to analyze the problem of one’s 
employment and unemployment over the life cycle by mainly using a “life-cycle labor search and 
matching model” which explicitly introduces the age of workers into a standard labor search and 
matching model. The theoretical analyses yielded new theoretical insights on the optimal wage path 
when firms and workers engage in long-term employment contracts as well as on the optimal monetary 
policy in a model in which the credit market is introduced in a search-theoretic fashion. The data 
analyses of the Japanese labor market microdata enabled us to deepen our understanding of the labor 
market behaviors of workers by gender and age, which are difficult to observe from the aggregate 
data.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
上述の長期雇用契約についての研究からは、社会が労働者の厚生の総和の最大化を目指すのか、最も恵まれない
労働者の厚生の最大化を目指すのかで最適な賃金の経路が全く異なることが判明した。金融市場についての研究
からは、経済におけるショックの性質によって望ましい政策ツールが異なることが分かった。日本の労働市場に
ついての研究では、一口に非正規雇用といっても性別・年齢によってそのあり方が大きく異なることが判明し
た。本研究によるこれらの発見は、人々のライフサイクルにおける雇用・失業に関わる問題やそれに関連する経
済的問題についての、社会的に有意義な新知見と思料される。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 経済主体が集権的市場で直ちに取引相手を見つけられるとする経済学の伝統的想定とは異な
り、現実市場では往々にして、取引相手の存在についての不完全な情報等、何らかの摩擦が存
在する。こうした摩擦をモデル化したのがサーチ・マッチング理論であり、これを労働市場の
分析に応用した労働サーチ・マッチング・モデルは現在、雇用・失業分析の一般的な枠組みと
なっている。 
 この労働サーチ・マッチング・モデルを用いた研究はその殆どが、各労働者は無限期間生存
するか、一定確率で死亡又は引退すると仮定してきた。当該仮定は解析的分析を容易にする一
方、現実経済で雇用・労働に関する労働者及び企業の意思決定を大きく左右する、年齢と言う
側面を捨象してしまっている。そのためこうしたモデルでは、多くの国で若年者の失業率が最
も高いことのような、特定の世代・年齢層に関係する雇用・労働問題を分析対象にできない。 
近年、この点を正面から受けとめて世代重複モデル的な要素を取り込み、ライフサイクルを

加味した労働サーチ・マッチング・モデル（以下、ライフサイクル・労働サーチ・マッチング・
モデル）が一部で研究され始めた。その特徴は、労働者の年齢を明示的にモデルの要素とし、
年齢により労働市場から退出するまでの残り期間が異なると仮定することである。研究代表者
は従来よりライフサイクル・労働サーチ・マッチング・モデルを用いた研究を行ってきており、
本研究では引き続き本モデルを主に用いて自他による先行研究を一層発展させることを目指し
た。 
 
２．研究の目的 
この研究の主な目的は、労働者の年齢を明示的に取り扱うライフサイクル・労働サーチ・マ

ッチング・モデルを主に用い、人々のライフサイクルにおける雇用・失業に関わる問題を分析
することである。特に、自他による研究の進展を踏まえ当該モデルの理論的特性の一層の把握・
整理を行うことに加え、女性労働者の結婚・出産に起因する労働市場からの退出等、労働市
場の実状を踏まえたより現実的なモデルを構築することを企図した。 
 
３．研究の方法 
本研究では理論分析とデータ分析の双方を行った。 
理論分析においては、企業と労働者が長期雇用契約を結ぶ場合における最適な賃金経路が社

会厚生関数によりどのように変化するかにつき、動学的契約理論の知見を活用した分析を行っ
た。また、サーチ・マッチング理論を応用して金融市場をモデル化したニューケインジアンモ
デルにおいて、最適金融政策の理論的導出を行った。 
データ分析においては、労働市場の実状を反映するライフサイクル・労働サーチ・マッチン

グ・モデル構築のための資料を得るため、日本の労働市場の正確な理解に努めた。特に女性労
働者の雇用・失業問題や近年社会的関心を集めている非正規雇用問題の現状と特質の把握のた
め、労働力調査・労働力調査特別調査のミクロデータの提供を受け分析を行った。 
 
４．研究成果 
本研究では、主に以下の三つのプロジェクトを実施した。 
一つ目のプロジェクトでは、労働サーチ・マッチング・モデルに長期労働契約を導入した上で、
最適賃金経路の理論的分析を行った。具体的には社会厚生が全労働者の厚生の和に等しいベン
サム型と、最も恵まれない労働者の厚生に等しいロールズ型の社会厚生関数の下での最適賃金
経路を比較し、前者の最適賃金経路は市場均衡では達成されないのに対し、後者の最適賃金経
路は特定条件下で市場均衡においても実現されることを示した。二つ目のプロジェクトでは、
標準的ニューケインジアンモデルに、労働サーチ・マッチング・モデルを応用してモデル化し
た金融市場を導入した。その上で、労働サーチ・マッチング・モデルの知見を活用して最適金
融政策につき理論的分析を行うとともに、現実的な金融政策や金融市場政策が社会厚生に与え
る影響につき分析を行った。この二プロジェクトは大学のセミナーや学会で活発に発表し、そ
れぞれディスカッションペーパーFujimoto and Lee (2016)、Fujimoto et al. (2017)としてま
とめた。三つ目のプロジェクトでは、当初の研究関心であった女性労働者の雇用・失業問題か
ら発展して日本及び日本同様に非正規雇用の割合が高いスペインの非正規雇用問題につき研究
を行うこととし、日本の労働力調査及びスペインの類似調査のミクロデータの提供を受け、日
本のデータを中心に分析を進めた。当該分析から、性別・年齢等によって正規雇用・非正規雇
用間の移行パターンに大きな違いがあること等の結果が得られ、分析結果に基づいた論文執筆
に努めた。 
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